
韓国語における補助動詞

― 日本語との対照をも添えて―

呉   美 善

いわゆる「ことば」を勉強するとなると、いたるところで「用語」 (特に、文

法用語)に出会う。母国語の場合は勿論のこと、外国語となると、その複雑さは

予測を許さない。一般的に、韓国語と日本語は非常に似ていると言われている。

あまりにも似ているので、同じだとまで思い込んでしまっている人も少なくない。この

ような傾向は、韓国人の日本語学習、あるいは日本人の韓国語学習を助けること

もあるが、妨げになることもある。同じように使われている用語の場合は後者に

なることが多い。片方の国だけに存在するものなら、その意味・用法を覚えれば

簡単に済むかも知れないが、両方にありながら、それぞれ違う用法を持っている

ものの場合は、使いこなすまでに相当な時間と努力が要る。安易に母国語を基準

としてあてはめたりすると、予想外の混乱が起こり、意味がつかめなくなる場合

もある。両国語の対照研究においてはこのようにずれのあるものが大きな課題の

一つになっている。本稿では、まず、その中の一つである「補助動詞」という語

が両国語でどのように用いられているかを整理する。次に、韓国語の補助動詞の

歴史およびその種類を調べる。第二に、複合動詞の後項動詞として論議の多い韓

国語の五種の補助動詞の意味・用法を日本語との対照を添えながら分析する。

1.補助動詞 とは

英語のAuxiliary“ ル は、 日本語でも「 助動詞 _|、 「補助動詞」 と訳 されて

いるし、韓国語でも「助動詞」、「補助動詞」 と訳されている。 まず、英語の

AuXiliary varbの 辞書の記述を参考にしてみ よう。

a verb that helps form tenses, aspects, ■100ds, or vOices of

other verbs, as have, be, rn ay, can,  nlust, dO, sha ll, will.

(Ⅵたbster's New wOrld dictiOnary)

Auxiliay“ 動 は、 他の動詞についてその動詞の時・ 法・ 態 を作る。独立 し

て用い られる時の意味が薄 くな り、形式的なことばになっている。また、大体の
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Auxiliay verbは元の動詞としての語形変化が不完全あるいは変則になってい

る。

日本語の助動詞は、独立しては用いられず、主に用言に接続して、意義を補い、

あるいは表現者の判断を表すものである。一方、日本語の補助動詞は形式動詞と

も言われるもので、本来は独立して用いられていたものがその実質的な意味を失

い、他の語について形式的・補助動詞的に用いられるようになった動詞をいう。

つまり、日本語の補助動詞、助動詞は同じくAuxilia ry verbの 訳語ではある

が、それぞれ違うものをさしている。独立しても用いられる英語の Auxiliary

“
rbの働きを考えると、 日本語の場合は常に他の語に接続した形で用いられる

(「なり」「たり」「 ごとし」「だ」「です」の類以外は常に用言に接続する)

助動詞よりは補助動詞の方が Auxilia ry verbに 似ている。 (注 1´)

韓国の国語辞書で「助動詞」の項目を引くと、大体次のような説明に会う。

(注 2)

① =補助動詞

② 英文法で、他の動詞に付き、その動詞の時・ 法・態を作る動詞

つまり、韓国語では Auxlliay“rbは助動詞とも補助動詞とも訳されている

が、助動詞の方を使 うことが多い。韓国語の補助動詞はその働きが、本来の意味

と独立性が失われ、他の語について付属的に用いられるもので、Auxiliary

verbの性格に似ている。助動詞という用語は、従来は補助動詞と用言の活用語

尾を合せたものであったが、最近は補助動詞と同じ意味・用法を持つものとして

扱われる。

では、韓国語では補助動詞、助動詞が同じ意味で使われているし、またその働

きも日本語の補助動詞に似ているということは何を意味することであろう力、 日

本語の助動詞のようなものの韓国語での不在を示唆するものなのか。これを明ら

かにするためにも韓国語の補助動詞、日本語の補助動詞、助動詞をそれぞれ調べ

る必要がある。本稿ではその第一段階として、韓国語の補助動詞を調べることに

する。また、次の段階への進行のために日本語との対照をも添える。
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2.韓国語の補助動詞

韓国語の補助動詞は、本来の意味と独立性が失われ、他の動詞について付属的

に用いられるもので、助動詞とも言われている。本稿では定説に従い、補助動詞

の方を用いることにする。韓国語で補助動詞と助動詞とが同じ意味・用法を持っ

ているところは、それぞれ別の意味で使いわけられている日本語とまぎらわしい。

しかし、韓国語の補助動詞と助動詞とが同じ意味・用法で使われるようになった

のは最近のことである。補助動詞に関する記述は「助動詞」という名称で文法書

にその姿を現わす。桂光玉の『大韓文典』 (1908年)に助動詞という用語が見

えるが、ここでの助動詞とは用言の活用語尾と補助用言を合わせたもので、現在

通用している補助動詞よりその範囲が広い。現在通用している意味での補助動詞

は、桂鉱培の『 ♀」せ 善』 〔u ri malbOn〕 (1937年 )(注 3)あ たりからで

ある。この本で生鉱培は補助動詞の特質を

。前の本動詞は活用するものである。

。本動詞の方が主たる叙述機能を持つ。

0補助動詞は本動詞に比べ補助的つまり付属的な機能を持つ。

。本動詞と補助動詞の間には他の文章成分は入れない。

と述べ、この特質に準じて、次の 13種 27類の補助動詞の例をあげている。

1)否 定  。卜」■■ 〔anihada〕

晏尋斗 〔mot力 da〕

せ斗 〔mcxlぬ 〕

2)使 動  ■4 〔hada〕

せ詈斗 〔mandmlda〕

3)被 動  スト斗 〔trida〕

ョ叫 〔tweda〕

4) 進  行   フト4  〔kada 〕

ユ斗 〔oda〕

5)終 結  44 〔nada〕

」叫 〔ncx da〕

」:」 叫〔porida〕
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6)奉 仕  子斗 〔tr uda〕

二■叫 〔t Ш rida〕

ロト利rキ 〔patrida〕

7)試 行  ユ叫 〔p“ a〕

8)強 勢  骨4 〔s`atta〕

嘲叫 〔tex da〕

9)当 為  ■4 〔hada〕

10)是認的代用  ■■ 〔hada〕

11)仮  飾  利■■ 〔trehada〕

■■■ 〔t∫ `Okada〕

嗜■■ 〔jcxOhada〕

12)過 機  嘔■■ 〔pOI nhada〕

13)保  有  ヤ4 〔nott`a〕

子■ 〔tuda〕

フHr}〔 kad3ida〕

この分類は、補助動詞の基本的な説明として長く用いられてきたが、最近は在

光玉の助動詞の場合と同じように、その範囲の面で問題点が指摘されている。韓

国語学会の共同研究の報告によると、この 13種の中には、 意味や文法的な機能

の全く異なるものまでが含まれているとのことである。 (注 4)次のようなもの

が論議の対象になっている。報告には詳しい説明はのっていないが、それぞれに

簡単な説明を加えることにしよう。

まず、否定の 。卜■■■ 〔anihada〕 、 ■■■ 〔mot`ada〕 、 せ斗 〔mo:

lda〕 は

■■ 〔m Okt`a〕 ←>■ 4 ・ドしlFトト〔mokd5i anihada〕 ≪食べるく→

食べることをしない>
のように否定形にあたるもので、

ュ響川 ●卜■■,キ 〔kШ rOk`e anihada〕 ≪そのようにしない≫

のように独立しても否定の意味を表すことができる。本来の意味が失われて用い

られる補助動詞とは違うものである。
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次に、いわゆる冠形詞形 (日 本語の連体形に当る)に接続するものは補助動詞

から除外する。例えば、

フト与 ′型■■ 〔kanШ n t∫ thada〕 ≪行くふりをする≫

の場合、 利尋斗 〔t∫`ehaぬ 〕全体を一つの動詞とすれば、動詞 フト■ 〔kada〕

≪行く>の冠形詞形である フトヒ 〔kanШ n〕 の次に 副計4〔 t∫もLda〕という

動詞が付いた形になる。しかし、日本語の連体形の次には修飾される体言が続く

のと同じように、韓国語の冠形詞形の次には名詞のような体言が続くのが一般的

な現象である。このような理由から冠形詞形に続く 月|■■ 〔t∫もMぬ 〕、

■■4〔 trokada〕 、 嗜■■ 〔j α Dhada〕 は不自然なもので、アトヒ  剌|

〔kanЩ n t∫も〕とい う名詞旬に ■■ 〔hada〕という本動詞が添加された形と

考えた方がいい。

ア時  対1群斗 〔kanЩ n t∫ thada〕 ― (× )

アに  利 群叫 〔kanШn tre h山 〕一  (o)

使動の ■■ 〔hada〕 、 せ詈斗 〔madullda〕 も

フト叫 〔kaぬ 〕←一)フト刻 ■4 〔kar hada〕 ≪行く⇔ 行くように

する>
のような使役の形であるが、

ュ可4■ ■  r kurok'e hada〕 ≪そのようにする>
のように独立しても同じような使動の意味を持つものであるから、本動詞となた

リケがヤヽヤヽ。

また、 なol・卜 繊
`}〔

kas'oja hctt'a〕 のように前後両方に「 餓 」〔at〕

という時の表現 (過去)が介入できるものは両方本動詞とみる。

フト斗 〔kada〕
― 接叫 〔katt'a〕 ≪行く←>行 った≫

■■ 〔hada〕 ←→ 製■ 〔h ctt'a〕 握する ⇔ した>
是認の補助動詞として扱われた、 フトア1与  ■■ 〔kaginun haぬ 〕≪行

くことは行く>の ■■ 〔haぬ 〕 も補助動詞から除外した方がいい。この場合

の ■■ 〔hada〕 は前の ■■ 〔haぬ 〕という動詞の意味をそのまま繰り返す

代動詞の役割をするものである。つまり、 ア}フ1■  ■■ 〔kaginЩ n hada〕

= ア}ア1喜  フト■ 〔kaginШ n kada〕 である。
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種   類 補助動詞説 本 動 詞 説

定

動

動

行

結

仕

行

勢

為

是認的代用

飾

機

有

否

使

被

進

終

奉

試

強

当

仮

過

保

○
　
○
　
○
　
○
　
○
　
○
　
○
　
○
　
○
　
○
　
○
　
○
　
○

×

×

×

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

保有、被動の補助動詞も本動詞としての意味が強い。補助動詞説と本動詞説を

図解す ると次のようになる。図の中の「○」は補助動詞として扱われるものを

さす。

上述のように問題点のあるものを

除外し、進行、終結、奉仕、試行、

強勢の補助動詞だけにその範囲を狭

めた研究が最近多く見られるが、こ

れはまだ定説とはいえない段階のも

のである。しかし、理論的に無理の

ないものであるだけに、定説として

確立するのはそう遠くないことであ

ると思われる。また、この 5種の補

助動詞を複合動詞の後項とみる論文

も多く見られる。これは複合動詞の

主流をなしている「動詞十動詞」の

形態には、

① 動詞の語幹+動詞            (傍 線の部分が語幹である )

ュフト斗〔0-gaぬ 〕≪行き来する>
ュニ嘲司斗〔。rШ 一n e rida〕 ≪上がったり下がったりする>

② 動詞の語幹+。1〔 0〕 (。}〔 a〕 )+動詞

4。1 モ■ 〔k'10-dШ lぬ 〕≪入ってくる>
詈o1 4■ 〔tul r O― rada〕 ≪入っていっぱいになる≫

③ 動詞の語幹+ユ 〔b〕 十動詞

ュュ ■斗〔t`ag。 一n ada〕 ≪生れつく≫

ュュ 詈斗 〔p`ag。 一d Щ lda〕 晨 (物事を)掘 り下げる≫

の三つがある。②の「動詞の語幹+ 。1〔 o〕 十動詞」の形は、次のような一部

の補助動詞の接続の形とも一致する。 (一 は語幹で、
一

は補助動詞)

せ= 斗 」。1 日」斗 〔pabЩ l tcx mOgO― bOrida〕 ≪ご飯
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を全部食べてしまう>
ユフl= Ч ol ■■ .〔 kogirШ l mogo― boda〕 ≪肉を食べてみ

る>
これは日本語と違うところである。つまり、 日本語の場合、「舞いあがる」

「話し合う」のような複合動詞は「動詞の連用形+動詞」の形をとり、「帰って

い く」「 食べてみる」の「～いく」「～みる」のような補助動詞は「動詞の連用

形+て+動詞」の形をとるという形態上の区別が見られる。韓国語の場合、形態

が一致するということの外に、複合動詞の要素の中には本来の意味が失われたり、

薄くなったりした意味の変形が起るものがあるが、これと補助動詞の特質とがま

た重なり、補助動詞と複合動詞の後項とを二つに分けることはなかなかできない

ことである。

桂鉱培の補助動詞には、複合動詞と重なる接続形態の外にも、「動詞の語幹+
刻 〔k〕 +補助動詞」、「動詞の語幹+ス|〔 t∫ i〕 +補助動詞」の形がある

が、この三つの接続の形をとる 13種の補助動詞全部を広義の補助動詞とし、い

ろいろと問題点が指摘されるものを除いた 5種の補助動詞を狭義のとして区別し

た方がいいと思われる。また、狭義の補助動詞は複合動詞も構成できるものとす

る。

次の3では、 5種の補助動詞それぞれについての意味・ 用法の分析を試みるこ

とにする。これらの分析は、 5種の補助動詞の意味を心理的な面を表すという、

「 注 4」 の報告に従 って行 う。なお、分析の際には、独立の形および複合動

詞の後項として用い られた例の考察を行ってから、補助動詞としての意味・ 用法

を分析するという順を追う。これは、複合動詞の後項としての補助動詞の認定に

ついて考える際の基盤を作っておくためでもある。

5-1 「～ ュ4〔 oda〕 」と「～ フト■ 〔kada〕 」

動詞の中には移動の意味を表すものがある。 せ■■ 〔talida〕 ≪走る≫、

ぜ4〔 kOtt'a〕 ≪歩く>、  せ斗 〔nalda〕 ≪飛ぶ>の ように移動の方法や

様相を表すものもあれば、 フト斗 〔kada〕 ≪行 く>、  ■■ 〔Oda〕 ≪来る>
のように場所の移動を表すものもある。あるものや人がある場所から他の場所へ
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と移動することを表す動詞は、移動の始まる場所である出発点を示すことばやそ

の移動の終わる場所である到着点を示すことばと一緒に用いられる。これに対し、

移動の方法や様相を表す動詞は、出発点や到着点を示すことばと一緒に用いる必

要はない。しかし、移動の方法や様相を表す動詞も次のように場所の移動を表す

動詞と複合動詞になると、出発点や到着点を示すことばと一緒に用いられる。

(「本動詞+。1〔 o〕 (。}〔 a〕 )十補助動詞」には
一

線を引く)

■工到 社。1  フト叫 .〔 hakk'joe koro― gada〕 ≪学校へ歩いて行

く>一 到着点 (学校へ)

ユ rl .〔 tfibeso nara― oda〕 ≪家から飛んで来る>
― 出発点 (家から)

このように「～ ■叫」と「～ フ}斗 」は、方向性のない動詞と複合し、方向

性の持つ複合動詞を作り出すことができる。また、場所の移動という意味の他に、

動作の継続や状態の変化などを表す場合もある。

まず、ある事物が話し手の位置あるいは話し手の側へと近づく移動動作には、

「～ ユ叫」を用いる。逆に、話し手の側から遠ざかっていく場合は「～ フト■」

を用いる。

1)a.電。1ヒ  。l各|ュ
ニ  Ll更

～ごiせ 。〔■。rinШ n ixt∫缶。Шr。

n e rjO― Oda〕 ≪チョルは三階におりてくる>
b・ さ。l■  。1キ|ユ

ニ  」可__ヱ覧L・ 〔t∫ `OrinШ n iX trLDШ rO

n c rjO― gada〕 ≪チョルは三階におりていく>
1)aは、話し手の位置は二階で、チョルが三階の上の階から話し手の居る三階

へと近づいてきたことを表す。 Dbは、話し手の位置は三階の上の階で、チョル

が話し手から離れて、三階へと遠ざかっていったことを表す。次の2)の例文は、

チョルが走って話し手の「 斗 〔na〕 」≪私>に近づいてくることを表す表現

なので、話し手の側から遠ざかっていく「～ フト■:」 は用いられない。

2)a。  電ol■   ■到刻 ■●1 ■4.〔 t∫ brinШ n naege t'wio―

Oda〕 ≪チョルは私の方へ走ってくる>一 (○)

b.だ 。lヒ  斗到列  嘲。1 フト4.〔 trOrinШ n naege t'wio一

解da〕 ≪チョルは私に走っていく>一 (× )

■朝司 kよ 。ト

-41-



のbを正しい文にするためには、話し手の私の方から遠ざかっていけばいいか

ら、「 叫到刻 」≪私の方へ≫ということばを、「 ユ到ヨl」 ≪彼の方へ>のよ

うなことばに変えればいい。

2)b` 電。lヒ   ユ到刻 嘲堂二′こしま ・〔tr`° rinШ n kШege t'Wi° ~

gada〕 ≪チョルは彼の方へ走っていく>― (0)

以上のような場合は、いずれも話し手の位置が固定しているが、話し手が動い

ている場合は次のようになる。

3)a.叫善  斗ユ到  社●1 ユ■ .〔 nanЩ n hakk'joe koro― oda〕

≪私は学校に歩いてくる>
b.斗■  ■ユ到  社呵  フトユ. 繊4 .〔 nanun hakk'joe

koro― g ago― itt'a〕 ≪私は学校へ歩いて行きつつある>
3)の例文の場合、目的地は「学校」である。3)aは話し手の私が歩いて、目的

地の学校に着いたことを表す。3)bは、話し手私が歩いて目的地である学校に向

かっているが、まだ目的地に行く途中であることを表す。3)b′のように、話し手

が目的地に向かって行きつつあるが、まだ目的地に着いていない場合は、「 ～

ユ叫 」は用いられない。

. ( nanurn hakk'joe

koro― op― i“ b〕 ≪私は学校へ来つつある>―  (× )

目的地に着いた場合は、逆に「～ フト斗」が用いられない。

の a・ ■善   ■工朝  ′」
。1～v土   叙呻 ・ 〔nanШ n hakk'jOe kOrO

―wa― itt'a〕 ≪私は学校へ歩いて来ている>― (○ )

b・ 斗讐  督ユ到   ′撃二〕v_ズt、  鎖 4 ・ 〔 nanЩ n hakk'jOe kOrO

―ga― itt'a〕 ≪私は学校へ歩いて行っている>一 (× )

次に、「～ ユ斗 」 と「～ フト斗」は動作の継続を表すことができる。場所の

移動を表す場合は「話し手の位置」が基準になるが、動作の継続を表す場合は、

その文が用いられた時点が基準になる。その文が用いられた時点は「現在」 とい

うことばで表されることが多い。過去のある時点から現在まで動作が続いた場合

は「～ ■■ 」が用いられ、現在からある未来まで動作の続きが予想される場合

は「～ フト叫 」が用いられる。

3)b.斗善 rlEoil ?eq -Q--iL 9,t4
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5)a.電 。lヒ   ■ピキョ   電翻司  号早司繊■ .〔 tFbrinШ n

traDnjOnbutO jOl∫ i mhi k00buhε ~Watt'a〕
≪ チ ョル は 今 か ら一 生

懸命に勉強してきた≫

b. 社。1ヒ   バ詈早ヨ  電」司  号早甜■4 .〔 t∫ `Orinun

trigЩmbutO j01∫ imhi kODbuhε ―ganda〕 ≪チョルは今から一生懸

命に勉強していく≫

5)aで示された時間は、「去年」という過去から現在までである。現在から未

来への動作の継続の予想を表す「～ フ}■ 」は用いられない。≪去年から>と い

うことばを≪今から>と い うことばに変えると、現在から未来への動作の継続を

予想することができるようになる。

次に、「～ ■4」 と「～ フト■ 」は状態の変化を表すことがある。

6)a.瑚 ♀ol  弓■  ■■ ■■  .〔 t∫ もOni t∫OX md50m n erjO~

oda〕 ≪体温がだんだんさがってくる>

b.利 ♀ol  相] 嘲」 フト斗  .〔 t∫ `eOni t∫ OX md50m n erjЭ ―

gada〕 鸞体温がだんだん下がっていく>

「～ ■■」と「～ フト■ 」が状態の変化を表す場合は、正常の状態が基準に

なる。「～ ■■ 」は正常の状態に近づ くことを、「～ フト■ 」は正常の状態か

ら離れることを表す。Oaは一時高かった体温がだんだん平熱に近づくことを表

す。6)bは体温が正常以上にだんだん下がることを表す。このように正常の状態

が基準になる場合は、「～ ■4」 は望ましい方向を表し、「～ フト叫 」は望ま

しくない方向を表す。

場所の移動、動作の継続、状態の変化の他に、「～ ュ叫 」 と「～ フト■ 」に

は次のような意味もある。

7)a。 な4ア1 告薔・ ■4。1 電司 ■■   .〔 kapt5'agi

SЩ l」mn SCDgagi milljO~Oda〕 鸞 急 に 悲 しい 思 い が こみ あげ て く

る≫

b.告モ  祖4♀  ユ子  電ヨ1 フト斗 .〔 sШ lptun sε Ogagun

moxde m illJo― gada〕 ≪悲しい思いはみんな去っていく>

つaは、ある現象が自然発生的に出現することを表す「～ ユ斗 」で、人間の
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心理を表す表現によく見られる。つまり、「～ ■4」 はある心理現象を人間が

感じはじめることを表す。反対に、「～ フト■ 」は人間側に出現した感想がその

人間から去ることを表す。

以上のように「～ ■■ 」 と「～ フト■ 」の意味 0用 法を整理してみたが、進

行の補助動詞は 5、 6、 7、 のものである。 また、両者はある基準点が内在し、

「～ ■■ 」はその基準点に向かって動作・作用が進行することを、「～ フト■ 」

は基準点から別の方へ動作・ 作用が進行することを表す。 (注 5)

5-2「～ 嘲■■ 〔pOrida〕 と「～ 嘲斗 〔nε da〕 」

まず、「 」■■ 」〔porida〕 は次のような意味を表す。

① 使えないものを捨てる。

塾司アl= 」■■ .〔 shregir Шl'porida〕 ≪ごみを捨てる≫

② 見捨てる。

電子
= 」■■ .〔 tringurШ l pOrida〕 ≪友だちを見捨てる≫

③ 台無しにする。損う。

晉舎  型  .〔 momm l porida〕 ≪体を損う>
①の「 ■■■ 」はある具体的なものがもはや使えなくなり、元の場所から他

の場所へと移すことを表す。「 生司フl」 ≪ごみ≫とか「 瑚詈」≪廃物>な ど

が捨てられるものになる②の「 ■■■ 」は、「 コ嗜 」≪希望>と か「 社子 」

≪友だち≫のような抽象的なものをそのあるべき場所から外すことを表す。例え

ば「 社子暑 」■4」 は≪友だちを見捨てる>→≪友情を見捨てる≫ことに

なり、「 ■■音  嘲」斗 」は≪希望を捨てる>→≪絶望する>こ とになる。

≪捨てる>と いう具体的な動作の意味を表す①の「 ■■4」 とは違って、②の

「 」■■ 」は「見捨てる」「見放す」「見離す」などと訳される。③の「 嘲

可斗 」は≪捨てる>あるいは≪見捨てる>のような動作の結果により、あるも

のがだめになることを表す。日本語と比べると、①と②の「 叫」斗 」は「捨て

る」の枠に入るし、③の「 ■■■ 」は「台無しにする、損う」などになる。で

は、このような意味を持つ「 」■4」 が複合動詞になり「～ ■■■ 」という

形になると、どういう表現を表すのか整理してみよう。 (注 6)
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基本となるく捨てる>の意味で用いられる「～ 叫司斗」がある。

1)a.る 。1暑  を
■～、～ J」ョ ス .〔 t∫ ODirЩ l tFalla一 bOriぬ 〕鸞紙 を

切って捨てる>
・ 〔OSul t5'id50~bOriぬ 〕≪服を裂い

て捨てる>
この場合、前項動詞はどうやって捨てるのかという、捨てる方法や手段を表す。

1)aは「 スト三斗 」≪切る>と いう方法で、 1)bは「 現斗 」≪裂く>と いう方

法であるものを捨てることを表す。

次に、「～‖■■」には「～てしまう」のように「 嘲■■ 」の意味からすぐ

類推できないものがある。いわゆる「終結の補助助詞」と呼ばれるものである。

②a.ユ 善  フト叫 .〔 ku nwn kada〕 ≪彼は行く>
b.ュ ヒ  フト 」司叫 .〔 ktunШn ka― borida〕 ≪彼は行ってし

まう>
2)aは単にある動作が行われた、あるいは終結したということを客観的に表し

たものである。2)bは≪彼は行く>と いう客観的な記述の他に、そのことに対す

る話し手の気持が含まれている。

3)a. せ。|  フト料ユ せ瑚二 、 ユ■ ■～Jtttt ・〔k‖ri ka―

d5ago mcxlh dOε kunШ n ka― borida〕 ≪一緒に行こうと言っても、

彼は行ってしまう>

b.実
= 

製

b. =」 ♀

嘲 可

ユ  斗外= ■。1 ■■■・ 〔tODSCDЩ n kШ
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kwad5ar Щl m ogo― boriぬ 〕≪弟はそのお菓子を食べてしまう>

3)a、 話し手は彼に“一緒に行こう"と 言ったが、その話しを聞いた彼は一人

で行ってしまった。≪彼は行った≫という動作の終結は、話し手に「期待のはず

れ」という結果をもたらす。「～ 」■■ 」という表現は話し手の「期待のはず

れ」という気持ちを含む。こういう理由で、く一緒に行こうと言っても>という

前提に、「 ユ■  フト■ 」≪彼は行く≫という客観的な記述が続くのは不自然

な表現になる。

3)bの例文からは次のようなことがわかる。

。話し手は弟がそのお菓子を食べないことを願う。



。弟はそのお菓子を食べる。

。話し手の期待がはずれる。

それでは、次の例文はどうであろうか。

4)嗜 ヒ  ユ  斗4暑  ■。1 」■■ ( nanurn kur kwa(q
arЩ l m Ogo― borida〕 ≪私はそのお菓子を食べてしまう>

この場合の「～ 」司斗 」は「期待のはずれ」とは反対に、≪食べる>と いう

動作により、話し手は「 よかった」と思うようになる。つまり、感じていた負担

感がなくなったことを表す。これは、日本語とは違うところのように思われる。

4)か らは次のようなことがわかる。

。そのお菓子が話し手にある負担感を感じさせる。

。話し手はそのお菓子を食べる。

。食べたことによりその負担感がなくなる6

3)の「期待のはずれ」の「～ 嘲」斗 」の主体は話し手とは違う人物であるが、

4)の ような「～嘲■4」 の主体は話し手である。

以上のように、「～ 嘲可叫 」には「終結」という意味の他に、話し手の気持

ちが含まれる。日本語の「～てしまう」にも「～ 」司斗 」と似たところがある。

次は、「期待のはずれ」「具合の悪い状態になる」という話し手の心理を表す表

現である。

① 彼女は試験に落ちて上ま2■ 0

② 彼女は狼に食われてしまった。

③ 茶わんを落としてしまった。

いずれも、話し手の期待に反する動作を表す。その動作は①②のように他の人
やものによる場合もあるし、③のように話し手自身による場合もある。韓国語の
表現と違うところである。

一方、同じく「終結の補助動詞」 と呼ばれている「～ ■■ 」 〔n eda〕 は、

内に入っているものを外に出す、あるいは外に移すという意味の「 嘲叫 」から

来たことばである。

・・
書  計ユニ  」呼・〔t∫ `εkS'aO� l pk'mrO nε da〕 ≪机を外

に出す>
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次のような「 ～ ■■ 」は内から外へのものの移動を表す。

DR・ ■■
'  

■ユニ モ」ん嘲■  ・ 〔す
.6k3'3D■ l rr■ rO

k' ro― nc■ 〕く机を外にひっぱり出す>
b.== =a= 

息4__■■ .〔 ■Oun mulgOn■ l k0113-

n6こ 〕くよいものを選び出す>
前項動詞は内から外へものを移動させる方法を表す。1)aは「 ひっばる」とい

う方法で、1)bは「 選ぶ」という方法でものを外へと移している。次は、つのよ

うな「 内から外への移動」を表す「 ■4」 からすぐ頸推できないもので、「終

結の補助動詞」と呼ばれている例である。

2)3. ■= 
ユ 綱= ●■  .〔 "mmm k■ ■̀ε 口■l iltt'a〕 く私

はその本を読む>
b・ ■=  

ユ ■= 翻●
～」犯主  ・ 〔mnun kuすtg・ 1

ilgo― ncむ 〕く私はその本を読み抜く>
2)3は単にある動作が行われたという客観的な記述で、力bはむずかしいと思

われたことを自力で成し遂げたという話し手の気持が含まれている。日本語の「勝

ち抜く」「耐え抜く」のような「～抜く」に似た表現である。

abからは次のようなことがわかる。

0その本を終わりまで読むのはむずかしい。

。でも、私は終わりまで自力で読んだ
`

このような理由で、「 二
= 雪。Li■ヨ 」く少し読み抜く>な どという

表現は不自然である。く少し>をく終わりまで>あるいはく全部>な どに変える

と自然な表現になる。

3)a. 二
= 日■ .■■  .〔 すoguin ilgo― ncこ 〕

く少し読み抜く>一 (X)

b. =ラ1■. 9 ol ■`1 .(k'Ш
tk'3d5i tlgO― n eda〕

く終わりまで読み抜く>― (0)
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5-3 「～ 千叫 〔t∫ uda〕 」

日本語には、ある事物の所有者Aから他者Bへ とその事物の所有権が移ること

を表す「 くれる」「やる」「もらう」 ということばがある。この三つのことばは、

与え手A、 受け取り手 B、 授受される事物 Cの三者関係から、

Aハ B二 Cヲ やる

Aハ B(=私 )二 Cヲ くれる

Bハ A二 (カ ラ)Cヲ もらう

のような使いわけが見られる。また、A・ Bの上下関係から、

やる/あげる/さ しあげる

くれる/く ださる

もらう/いただく

のような使いわけもする。

「 子■ 」 〔trda〕 の場合は、「やる」「 くれる」「もらう」のような、与

え手A、 受け取り手B、 授受される事物Cの三者関係からくる使いわけは見られ

ないが、

子斗 〔tFuぬ 〕/二 ■嗜 〔t Щrida〕 /叫 スl■ 〔parida〕

のような上下関係からくる使い分けはある。

ここでは、主に「 千叫 」の意味や用法について調べることにする。

■■  ュ到■ 電理
= 

千叫・ 〔nanШ n kШege jOnp`irШ l t∫u
一 ^ヘ  

ー = 
‐

一
た宍

A~‐  B    C

da〕 ≪私は彼に鉛筆をやる>

。1■ 」フト しキ●lィl  フl半
= 

子rキ ・ 〔omoniga n¨ ge kip'Ш m Шl

一――――宍舞 ……ミ鴬ミ ‐―~~こY
A    B      C

tfuda〕 ≪母が私を喜ばせる>
与え手Aは助詞「 °|(フ})、  書 (与 )」 〔i,Ш n〕 で示される。受

け取り手Bは、助詞「 到 刻」〔e"〕 で示され、授受される事物Cは助詞「 音

(=)」 〔Шl〕 で示される。 また、授受される事物には、≪鉛筆>のような

具体的なものもあれば、≪うれしさ>のような抽象的なものもある。つまり、

「 子嗜 」の用いられる文型は、
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Aフト B到 ■ C暑  子■ .〔 A― ga B一 ege C― r Шl

t∫uda〕

になる。

「 子■ 」が補助動詞になり、「～ 。1  千斗 」のような形になると、その

意味は変わる。(注 7)「 千叫 」の場合、Aか らBへ と移るのは事物Cであるが、

「 ～ 。1 子叫」は、

1)Aフト B 朝■ ■バ号 ユ」。1 手叫  .〔 A― ga B― ege

p`jon“ irШ l pnco― d5uda〕 ≪Aが Bに手紙を送ってやる>
Aか らBへ と移ったのは、Cである≪手紙>ではなく、≪手紙を送る>と いう

≪労>である。また、≪手紙を送る>行為はBのためにやったことである。「～

千二}」 が「奉仕の補助動詞」と呼ばれているのは、このようにある行為を表す

動詞に付いて、その動詞の表す行為を、行為主体であるAが Bのために行うとい

う意味を持っているからである。

つa.嘲 フト ユ翻到 電遭
= 

手叫  .〔 nega k■ ege jonp`irull t∫ u

da〕 ≪私は彼に鉛筆をやる>
b.■ フト ュ到列 電■= 

■。}手 叫  .〔 nega kuler jOn

p`irШ l k'ak'a一齢uda〕 ≪私は彼に鉛筆を削ってやる>
Daの場合、≪私>か ら≪彼>に移ったのは、≪鉛筆≫である。②bの場合は、

≪鉛筆を削る>と いう行為をAの足私>が B≪彼≫のために行う労をとることを

表す。

では、どのような動詞が「～ 。1 千叫 」の形になれるかを調べてみよう。

「動詞+°1+子叫 」の構造はその与え手であるAが意図を持って行動する

行為者でなければならない。Aか らBに移るのは、A自身の労で、この労はBの

ために行われる。

3)a.ュ■  ロト旱
= `1嗜

司4 .〔 kШnШn marurШ l tOrOp`ida〕

≪彼は廊下を汚す>
b.ュ ヒ  ロト早そ ■可→ 子鍼 ( kurnurn marururl tcrcfic■ .

~d5uda〕 ≪彼は (私のために)廊下を汚してくれる>
3)aは、彼がした行動をそのまま描写したもので、3)bは行為者である彼が私
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の願いを満してくれたという意味を表す。3)aの行動は他の人に害を与えるもの

になるが、うbの行動はそうでない。

の a・ °1付 .せ  スト苦。1 ユ。l■  ・ 〔iSaDhan Sarami piぬ 〕≪変な

人が見える>
b.。1はせ  スト嗜。1 ユ呵 `Frキ  .〔 iSaohan Sarami pOjO―

d5uda〕 ≪変な人が見えてくれる>― (× )

「 ユ。l■ 」≪見える>の主語「 スト摯」≪人>は行為者ではない。「 ュ・ l

斗 」のような動詞には「 詈司斗 」≪聞える>、 「 。トェ斗 」≪痛む≫などが

あるが、4)bの例のように「動詞+。1+千 ■ 」の構造は成り立たない。しか

し、自然現象を描写する動詞の主語は行為者ではないが、擬人化して用いられる。

5)a.口 }せ 。l 暑。1 手4 .〔 para mi puro― d5uda〕 ≪風が吹いて

くれる>
b.ヨ lフト  斗 千斗 。〔piga、は一d5uda〕 ≪雨が降ってくれる>

次の6)に述べるような動詞には、「 ュ●l斗 」くなつかしむ>、 「 ロト4■ 」

≪望む>の他に、「 そイ斜群斗  」≪うれしがる>、 「 フl聖 ■ 」≪喜ぶ>、

「 舎■1■ ■」≪悲しむ>な どがある。これらの動詞は、主語がある感情を感じ

ることを表すもので意図的にすることはできない ものである。 また、それを

感じるのは主語の脳内で起こる内的な動きで、他の人に影響を及ぼすものではな

い。

6)a. 叫ヒ ュ■=  元ヽ可劇望̂～i〔し。〔nanШn kOhjaDЩ l

kЩ riwohe―

“

uda〕 ≪私は故郷をなつかしんでやる>一 (× )

b. 叫ヒ  ユヨ 褪号
= 

ロト斗 手叫  .〔 nan=un kЩ e SODg0

owl para― d5uda〕 ≪私は彼の成功を望んでやる>― (× )

主語の行動が意図的でない場合、「動詞+。1+子 ■ 」の構成が成り立たな

いということは、次のような例からすぐわかる。

7)a.叫ヒ ュ暑 il■_せ嗜叫  .〔 nanШ n kЩ rЩ l ujonhi

mannada〕 ≪私は彼に偶然に会う>
b・ 斗善 ユ暑 士.■_」_ ■」1″_量兵た  。〔nanun kШ rml

ujonhi mmm― d5uda〕 ≪私は彼に偶然に会ってやる>一 (× )
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「動詞+。1+手 叫 」の構造は意図的な行動を示すもので、「 ♀電司 」

≪偶然に>のような意図的でないことを表すことばと共には用いられない。その

かわり、「～ 手叫 」の入ってない7)aは「 ♀電司 」ということばで、彼に会

ったことが意図的でないことを表している、文法的にも正しい文である。

3-4 「～ ユ斗 〔poda〕 」

日本語には、「 目を向ける」という意味を表す「見る」「見える」「見せる」

「ながめる」「のぞく」のようなことばがある。この中の「見る」と非常に似て

いるものとして、「 ■4_1〔 pOぬ 〕があげられる。「 ユ■ 」は、

1)a.叫
= 二.■  .〔 narШl"da〕 ≪私を見る>

b.バ書= 
ニユ ・ 〔SOd5'OgЩ l pOぬ 〕≪西の方を見る>

のように単に視覚的な動作を表す場合もあれば、

ヵa.。卜」到 社モ
= 

ュ■ .〔 at∫ `ime∫ immunШl pda〕 ≪朝、

新聞を見る>
b.スト電

= 
ユ嘔 晉せ せ キ  銀4  .〔 Sad50n■ 1

pmjOn kШmbaD al S'u itt'a〕 ≪辞書を見れば、すぐわかる>

c.■ フト 暑  口}ヱ ヒ 〔nεga pon baronЩ n〕 ≪私が見たところで

は>
d.。}。l暑  墨土 .〔 airШl poda〕 ≪子供を見る>

e。 日よ(= 」」スト暑 ニュ  .〔 mOInЩ n hiS CDd5arШ l poda〕

鸞多くの犠牲者を見る>
鸞読む>≪調べる>≪判断する>≪世話をする>≪出す>な どの意味も表す。

このように多くの意味を持っ「 ュ斗 」は、「～ 。1 ■■ 」という形で、

「試みに行う」という意味を表す補助動詞としても用いられる。いわゆる「試

行補助動詞」と呼ばれるもので、「～てみる」とその用法が非常に似ている。

3)a.手  Ч。1 ■■  .〔 trOm mOgO~bOda〕 ≪少し食べてみる≫

b.■ュ到  フ} ュ■  .〔 hakk'joe ka一 poda〕 ≪学校へ行って

みる>
この試みの動作は、 (他の目的のため)“ ためしに～する"と いう実験的な
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ものである。 3)aでは、料理がうまくできあがったかどうか調べるために、ある

いは味をなるためにちょっと食べるなどの「他の目的」が考えられる。 bの場合

は、家からどのぐらい時間がかかるのかを調べるためにとか、彼が学校に来てい

るか調べるためになど、他の目的のためにためしに～するという意味を表す。し

たがって、≪考える>な どのような意志性のある動詞に付くことになる。

う °卜子」 」今司 ユ°}二  ■r型 叫  。〔GXmuri SCogak`ε ―

ba“ mOrЩ
"tt'a〕

≪いくら考えてみてもわからない>
「 (詈。l)ユli叫 」≪ (花が)咲 く>のような自然現象を表す動詞や、「(■

・ l )列 4」 ≪ (目 が)覚める>の ような無意志性の動詞に付いた「～ユ斗 」

は、 “ためしに～する"と いう意味ではない。

5)a. ■●1 ■」 、 ユ斗司 到署 奏書  。卜」鍼rキ  .〔 pio― bOni

kuIぬd5i jep'Щ n k'ot∫ lШ n aniott'a〕 ≪咲いてみると、それほどき

れいな花ではなかった>
b・  。}小。| ヨ。1 

・
日 、 電書 嘲嘲 銀銀■  .〔 arimi

tWeO― bOni jOrun nerjo is'ott'a〕 ≪朝になってみたら、熱はさ

がっていた>
自然現象を表す動詞に付いた場合、「～ ユ斗 」はその自然現象が成立した時

点の状況を表す。 5)aは≪ (花が)咲 く>という事態が成立した時点の状況が、

≪それほどきれいな花ではない>であることを表している。もう一つの例≪朝に

なる>という事態が成立した時点の≪熱がさがっていた>と いう状況を表してい

る。

6)a. ィ」v、_員tt 、。1暑。1 要。1 銀銀斗  。〔k'80-bOni iburi

trOd50 iS'Ott'a〕 ≪目が覚めてみたら、ふとんがぬれていた>
b・ 月 ュ」 、斗せ州 普」。l鍼 ■  .〔 s'o― boni paransck

p01p`eniOtt'a〕 ≪書いてみたら、青色のポールペンだった>
人間の行為・動作に「～ ユ斗 」が続く場合、前の動詞に意志性があると、「～

■■ 」は (他の目的のために)“ ためしに～する"と いう意味を表すが、前の

動詞が無意志性のものであると、無意識のうちに行った結果の状況を表すように

なる。このようなことから、自然現象や無意志性の動詞に付く「～ ユ叫 」は、
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その自然現象の成立後の状況、あるいは無意識のうちに行った結果の状況を述べ

るという特性から、「～ ■可 」のような「条件を表す形」をとることになる。

このことは 5)と 0の例からもよくわかる。

3-5 「～ ■4〔 s'att`a〕」と「～ ■■ 〔teda〕 」

強勢補助動詞とは、前のものの意味を強めるために使うもので、「～ 骨■」

と「～ ■■」があげられる。(注 8)

まず、「～ 骨4」 は、特に慶尚南道地方でよく見られることばで、

1)a・ ・ }。l詈。l  斗 せ叫 .〔 aidЩ ri Wa― S'att`a〕 ≪子供たちが

おおぜい来る>
b.テ  。卜・lフト タト♀lvJまII.〔 tu aiga s'押o― s'att`a〕

≪二人の子供がひどくけんかをする>
C・  °; ■ 二 電 ヽ ■ tLv妥貨た  ・ 〔 it∫ ODdom jon mOgO― s'att'a〕

≪この程度なら、十分に食べられる>
のように、≪数が多い>、 ≪程度がひどい、極度である>、 ≪十分である>な ど

の意味を表す。また、動詞の他に、形容詞に付くこともある。

2)a。  ュ  詈書 二 71綱  骨4 .〔 kШ murun t'Ш gowo― s'誠 t'a〕

≪その湯は熱すぎる>
b. ュせ  ■■ 、 ■。卜 骨■ .〔 kШman hamjon ma【 na―

s'att'a〕 <そのぐらいなら、もう十分だ>
この「～ !斗 」の表す強勢の意味は、話し手の主観的な判断によるものであ

る。

3)a.● }。〕詈。l ■■ .〔 aidШ ri Oda〕 ≪子供たちが来る>
b.o}ol詈 ol  書ol ュ■ .〔 aidШ ri molni oda〕 ≪子供たちが

おおぜい来る≫

c.。卜・l詈 ol、

.■1^～生比 .〔 aidШ ri wa― s'att`a〕 ≪子供たちがお

おぜい来る>
3)aは単に≪子供たちが来る>と いう事実を述べたものである。3)bの例は、

来る子供の数が多いということを表したもので、この≪数が多い>と言える基準

-53-



は、一般的な基準、つまり大体の人なら数が多いと思うようなものである。 bの

例とは違って、cの「 針  骨斗 」は、話し手の主観的な基準によるもので、

二人でも二人でも、話し手が多いと思えば、使える表現である。静かに何かやろ

うと思っている人なら、たった一人の子供で1、 、二人の子供でも、≪数が多い≫

と言えるものである。これは、形容詞に「～ 撃斗 」を付けた場合、もっとわか

りやすい。

4)a. ュ  詈書  二■■ .〔 kШ murШ n t'uigo pt'a〕 ≪その湯は熱

い>
b.ユ  =♀   二月q せ斗  .〔 kШ murЩ n t'Ш 9owO― s'att`a〕

≪その湯は十分に熱い≫

もし、「 二月♀1  骨斗 」の表現が客観的な程度を表すものなら、

二4■ <二 月斜 骨4
という関係が成立するはずであるが、実際には必ず成立する関係ではない。これ

は、二つの表現の持っている基準の違いからくるものである。「 二1■ 」〔tШ

9opt'a〕 の場合、その基準は一般的に用いられるもので、大体の人はみんな熱

いと感じる。「 エィ斜  撃斗 」の場合の基準は、「 二■■」のような一般

的なものではなく、話し手の思うある特定の目的においての基準である。つめた

いものが飲みたい人と、寒気がして熱いものが飲みたい人の基準は違うはずであ

る。

5)a.ユ冽9 ■■  ■4 .〔 t'Ok'ie kwinШ n kixlぬ 〕≪兎の耳は

長い>―  (○ )

b.二冽9 ■ヒ  」。1 ■■  .〔 t`ok'ie kwinЩ n kiro― s'a

tt`a〕 ≪兎の耳は十分に長い≫― (× )

名詞≪兎≫が何の修飾語も付けず用いられたので、これはある特定の兎を指す

ものではなく、総称的に兎という動物のことを表す。一般的に兎の耳は長いと感

じるものであるから、 aの表現は正しい。しかし、「 裡。1 骨■ 」 〔kirO

― s'att`a」 という、あるもののある目的においての話し手の主観的な気持を表す

ことばと、≪兎>という動物の総称的なことばとの間には意味の差があるため、

bの表現は不自然なものになる。
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「～ 嘲斗 」 〔teda〕 は、動詞のみに付く、「～ 骨斗 」 〔s'att`a〕 と同じ

く、話し手の主観的な見解を表す。

③a.せ■,卜  普光_～ょ艶と 。〔nalmada mra― deda〕 鸞毎日遊んで

ばかりしている≫

b.ロト子  呵
=。

1  ■■ ・ 〔magu t'OdШ rO~deda〕 ≪わめきたて

る≫

4.終 わ り に

「補助動詞」及び「助動詞」に対する韓国語、日本語の定義を基に、韓国語に

おける補助動詞、特に 5種の補助動詞を分析してみた。これらの補助動詞は複合

動詞の後項であるかないかの論議のあるもので、使用頻度数も高いものである。

実際の分析のように、韓国語では補助動詞と複合動詞の後項は、形態及び意味・

用法の面で重なる部分が多く、二つに分けられないところがある。これは分かち

書き (注 9)か らもうかがえる。 5種の補助動詞から成るものは、 リ ユ斗

〔no mbda〕 、 ュニ嘲■■〔。runcrida〕 、 。1せ斗 〔jOdatt'a〕 のよ

うな「動詞の語幹十動詞」の複合動詞が分かち書きをしないのに対し、フト ユ斗

〔ka_bo da〕 、  ュol千 じ卜 〔
"jO―

d5uda〕 のように分かち書きをする

のが普通である。これらの補助動詞とその形が同じである「動詞の語幹十 。1+

動詞」と、「動詞の語幹+ユ +動詞」の形も人それぞれで、分かち書きをした

り、しなかったりする。複合語は一応分かち書きをしないようになっているのに

もかかわらず、種類によって違うのは、複合の力の強弱に基因するもので、分か

ち書きをするのは複合の力の弱いことを表すものと思われる。以上のように、分

かち書きでも補助動詞と複合動詞とは分けられない。これらを合わせて分析する

と、 5様の補助動詞もその複合の力は弱いが、複合動詞の後項になれるというこ

とになる。日本語の複合動詞の中でも、補助動詞的要素を持つもの、あるいは補

助動詞とも呼ばれる、「思い出す」の「～出す」、「書きあげる」の「～あげる」

などのようなものがある (注 10)と いう事実も見逃せないところがある。 一応、

形態の面から二つに分けられるが、意味・用法の面では問題点がみられる。

これらの問題は、複合語という概念は形態を中心にことばを見たもの、補助動
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詞という概念は、両要素の内的構造、つまり意味関係を中心にことばを見たもの

というそれぞれの星準の違いからくるもののように思われる。基準がそれぞれ違

うものを対立する概念のように扱うことはできない。

以上のようなことから、5種の補助動詞に対する複合動詞の後項との論議は解

決できると思われる。問題になるのは、むしろ補助動詞一つ一つに対する意味 0

用法の個別的な考察のようで、これらの考察は外国語との対照研究にも用いるこ

とができるような基本的な、より公式化されたものでなければならない。本稿を

手はじめとして今後は韓国語と日本語の対照研究を試みていきたいと考えている。
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